
それぞれの「特別な場所」を大切に
兄弟姉妹の関係を見守る際、まず大切なのは上の子への理解と自
主性を尊重する視点です。下の子が生まれても、上の子の「特別さ」
を具体的な言葉で伝えることで、安心感と自信につながります。
　また、下の子には年齢や性格に合った関わり方を工夫し、自然な
ふれあいを促すことがポイントです。

トラブルを「成長のきっかけ」に
兄弟姉妹間のトラブルには、保護者が一方に味方するのではなく、
子ども自身が問題を考え、解決できる場を作ることが重要です。　 
　それぞれの気持ちに共感する言葉をかけつつ、「どうすれば皆が
気持ちよく過ごせるかな？」と問いを投げかけることで、こどもた
ちの共感力や問題解決能力を育む絶好の機会になります。

お互いを認め合う家庭づくりを
それぞれの個性を尊重し、たくさん褒めるこ
とで、兄弟姉妹は成長していきます。
　保護者がこどものたちに寄り添い、それぞれ
の存在を認めて愛情を伝えることで、自己肯定
感や、互いを尊重する関係が育まれます。兄弟
姉妹の絆を深め、温かい家庭環境を作っていき
ましょう。

兄弟姉妹間のトラブルには、保護者が一方に味方するのではなく、兄弟姉妹間のトラブルには、保護者が一方に味方するのではなく、
子ども自身が問題を考え、解決できる場を作ることが重要です。　 


